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（単位:千円）

（２）２８年度の取組と成果

視点・政策 02　安全安心・05　守る

施策 29　快適な生活環境を守ります

所管部・室・課 都市政策部　都市政策室 作成者 主幹　今井　洋之

事業別行政サービス成果表
１．事業名等

事業名 共同利用施設管理運営事業 決算書頁 272

２．事業の目的

航空機騒音障害の緩和に資することを目的として建設した共同利用施設１４館の管理運営を適正に行う

３．コスト情報

事業コスト ２８年度 ２７年度 比較 財源 ２８年度

内

　

訳

事業費 13,572 14,232 △ 660 国県支出金

２７年度 比較

総 事 業 費 13,572 14,232 △ 660 一般財源 11,573 14,231 △ 2,658

職員人件費 地方債

職員数（人） 特定財源（その他）

公債費 特定財源（都市計画税）

（１）参画と協働の主な手法（実績）

　航空機騒音により日常生活が阻害されている地域住民に対し、騒音の緩和を図り、地域住民の福祉の増進と学

習、集会、休養及び保育のために利用することを目的に建設された１４施設の管理運営を行った。

４．事業目的達成のための手段と成果

<細事業１> 共同利用施設管理運営事業 細事業事業費（千円） 13,572

参考
1,999 1 1,998

再任用職員数（人）

共同利用施設一覧

施設名 所在地 延面積 年間利用者数 １日平均利用者数

東久代会館 川西市東久代２丁目１０－１１ 503.10㎡  2,294人  7人

久代会館 川西市久代２丁目１２－６ 500.98㎡  5,441人  18人

久代春日会館 川西市久代３丁目２５－９ 126.30㎡  2,174人  7人

東久代春日会館 川西市東久代１丁目３－１7 153.62㎡  623人  2人

加茂会館 川西市加茂３丁目８－８ 509.80㎡  3,940人  13人

下加茂会館 川西市下加茂１丁目２２-２９ 318.35㎡  3,279人  11人

西久代会館 川西市久代４丁目２－７ 317.01㎡  3,436人  11人

南花屋敷会館 川西市南花屋敷３丁目２－１６ 151.93㎡  2,859人  9人

加茂第二会館 川西市加茂１丁目１３－３ 153.89㎡  2,073人  7人

南花屋敷中央会館 川西市南花屋敷４丁目１１－５ 169.21㎡  3,183人  10人

北久代会館 川西市久代２丁目５－６ 203.20㎡  2,798人  9人

栄根会館 川西市栄根１丁目８－１８ 164.22㎡  3,027人  10人

寺畑会館 川西市寺畑１丁目４－１８ 205.50㎡  496人  2人

小花会館 川西市小花２丁目２２－５ 164.22㎡  2,238人  7人
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５．担当部長による自己評価及び今後の方向性等

　

課題と改善について ２９年度以降における具体的な方向性について

施設の老朽化については、空港運営事業者からの

助成金の活用なども図りながら、計画的に対応して

いく必要がある。

また、公共施設等総合管理計画で示した方針をも

とに、各館の利用実態などを勘案しながら、転換方

法や統廃合について検討する必要がある。

空調機器など、設備の更新については、年次計画に基づ

き、助成金の交付を受けながら、今後も対応を図っていく。

また、各館の今後のあり方については、課題を踏まえて個

別施設計画を策定する。

※「課題と改善」は、「妥当性」、「効率性」、「有効性」及び「参画と
協働」の視点を全て考慮したうえで、事業の質や効率性を高める方向で記
述しています。

自己評価

２８年度の事業の達成状況

共同利用施設各館の老朽化は著しいものの、航空機騒音に

よって生ずる障害の防止や軽減に寄与するため、維持管理に

努めた。また、公共施設等総合管理計画では、航空機騒音対

策区域外の施設については、地元自治会等への譲渡を視野に

入れつつ、廃止に向けた具体的な検討を進めるとともに、そ

の他の施設については、建替えの際に統廃合をするなど、今

後のあり方を検討するとの方針を示した。

市民の利便性や事業の効率性が

大きく向上した。

市民の利便性や事業の効率性が

向上した。

市民の利便性や事業の効率性は

前年度の水準に留まった。
○

共同利用施設１４館の利用状況

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

１４館年間利用者数 32,384人 32,616人 34,647人 37,861人

年間最多利用施設 加茂会館： 3,258人 加茂会館： 3,352人 久代会館： 3,725人 久代会館： 5,441人

１日平均最多利用施設 加茂会館：     11人 加茂会館：     11人 久代会館：     12人 久代会館：     18人

年間最少利用施設 寺畑会館：   713人 寺畑会館：   543人 寺畑会館：   487人 寺畑会館：   496人

１日平均最少利用施設 寺畑会館：      2人 寺畑会館：      2人 寺畑会館：      2人 寺畑会館：      2人

１日平均の利用者数は、共同利用施設の休館日を除き、年間３０８日として計算。

久代会館
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（単位:千円）

（２）２８年度の取組と成果

視点・政策 02　安全安心・05　守る

施策 30　循環型社会の形成を促進します

所管部・室・課 美化環境部　美化推進課 作成者 課長　永田　竜

事業別行政サービス成果表
１．事業名等

事業名 分別収集事業 決算書頁 216

２．事業の目的

家庭から排出されるごみを収集し、良好な生活環境を保持する

３．コスト情報

事業コスト ２８年度 ２７年度 比較 財源 ２８年度

内

　

訳

事業費 644,935 639,163 5,772 国県支出金

２７年度 比較

総 事 業 費 1,281,748 1,269,549 12,199 一般財源 1,253,393 1,245,515 7,878

職員人件費 626,101 623,475 2,626 地方債

職員数（人） 68 68 特定財源（その他）

13,500 18,300 △ 4,800

公債費 10,712 6,911 3,801 特定財源（都市計画税）

（１）参画と協働の主な手法（実績）

４．事業目的達成のための手段と成果

<細事業１> 分別収集事業 細事業事業費（千円） 644,935

参考
14,855 5,734 9,121

再任用職員数（人） 7 7

燃やすごみ、プラスチック製容器包装、ペットボトル、燃やさない

ごみ、有害ごみ、ビン、カン、大型ごみ（有料、予約制）、紙・布 

パッカー車、ダンプ車等で各収集日に収集 国崎クリーンセンターに搬

入 

古紙類は、直接民間の中間処理施設に搬入 

平成２１年度より市内のごみ収集は、燃やすごみ、プラスチック製容器包装、ペットボトル、燃やさないごみ、有害ごみ、ビン、カン、

大型ごみ、紙・布の９種１４分別に変更している。 

燃やすごみは直営・委託の併用で週２回収集を行い、プラスチック製容器包装、ペットボトルは直営・委託の併用で週１回収集を

行い、大型ごみ（有料、予約制）、燃やさないごみ、有害ごみは直営、ビン、カン、紙・布は委託で月２回の収集を行っている。 
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５．担当部長による自己評価及び今後の方向性等

　

課題と改善について ２９年度以降における具体的な方向性について

市民意識調査において収集・運搬に対する満足度

が、大型ごみの有料化の影響により下がっており、

満足度向上に向けた収集・運搬サ－ビスのさらなる

質向上の取り組みが必要と考えている。また、車両

事故は減少したものの、さらなる取り組みと、分別

の徹底にむけた啓発方法の検討が必要。

満足度向上に向け、ステーションの片付けなどを徹底する

とともに、高齢化への対応としてサポート収集の柔軟な運

用、また、収集時の付加価値を高めるためのＳＯＳネット

ワーク活動への協力などに努めていく。合わせて、効率的な

収集に向けた運行ルートの検討を図っていく。車両事故ゼロ

を目指して、ドライブレコーダーを搭載する。

家庭から排出されるゴミの組成調査を実施し、効果的な分

別啓発につなげていく。
※「課題と改善」は、「妥当性」、「効率性」、「有効性」及び「参画と
協働」の視点を全て考慮したうえで、事業の質や効率性を高める方向で記
述しています。

自己評価

２８年度の事業の達成状況

ごみ減量に向けて、５月から大型ごみの有料化を実施し

た。駆け込み搬出はあったものの、総収集量は減少してい

る。

全車にデジタルタコグラフを搭載することにより、さらな

る安全運行を図ることができた。

分別の徹底に向けて、２９年２月よりごみ袋の透明・半透

明化を実施した。

市民の利便性や事業の効率性が

大きく向上した。

市民の利便性や事業の効率性が

向上した。

市民の利便性や事業の効率性は

前年度の水準に留まった。
○

大型ごみ排出量(H26〜H28)

持ち込み（トン） 直営（トン）

H26 5.8 H26 2,437.7

H27 97.2 H27 4,364.4

H28 210.4 H28 2,559.2

※国崎クリーンセンターへの
　 直接持ち込み

単位：トン

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度
直営 13,839.5 13,628.5 13,608.6 13,787.0 13,243.3
委託 11,822.4 11,764.5 11,697.2 11,727.2 11,320.2
小計 25,661.9 25,393.0 25,305.8 25,514.2 24,563.5
直営 868.9 849.6 816.0 861.6 794.1
委託 772.1 774.0 737.0 761.3 742.2
小計 1,641.0 1,623.6 1,553.0 1,622.9 1,536.3
直営 99.7 91.4 81.7 70.3 102.7
委託 80.1 79.9 71.4 70.7 68.6
小計 179.8 171.3 153.0 141.0 171.3

大型ごみ 直営 2,532.7 2,494.2 2,437.7 4,364.4 2,559.2
燃やさないごみ 直営 750.9 730.9 691.9 913.8 663.9

有害ごみ 直営 38.5 38.8 37.4 37.1 37.0
ビン 委託 1,105.0 1,097.6 1,067.8 1,077.2 1,027.8
カン 委託 270.5 256.2 245.0 252.5 235.0

紙・布 委託 2,492.5 2,500.4 2,529.8 2,568.7 2,287.6

34,672.8 34,306.0 34,021.4 36,491.8 33,081.7

燃やすごみ

プラスチック

ペットボトル

年度別ごみ収集量

収集分
国崎クリーンセンター

への直接持ち込み
合計

H26 2,437.7 72.9 2,510.6

H27 4,364.4 97.2 4,461.6

H28 2,559.2 210.4 2,769.6
（トン）
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